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白亜紀/第三紀境界層中の高等植物ワックス n-アルカンに記録された陸域環境

Terrestrial environment across the Cretaceous-Tertiary boundary recorded in sedimentary
leaf wax n-alkanes
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　 6550万年前の白亜紀/第三紀（K-T）境界における大量絶滅は，顕生累代における 5回の大量絶滅イベントの内の
ひとつに挙げられる．この境界では，陸上植物の 15%から 56%が絶滅し（Nichols, 2007），その多様性の回復には，数
10万年以上を要したと考えられている（Wolfe and Upchurch, 1987）．一方，K-T 境界は炭素循環擾乱が起きたことでも
知られ，大気-海洋の炭素同位体比は 1.5～2.0パーミルの負シフトを示す（Hsu et al., 1982）．しかし，前述の植生変化
は，陸成層や陸の影響を強く受けた海成層の花粉・植物化石記録に基づいているために，地域間対比が困難，再堆積の
影響を強く受けるなどの問題があり，炭素循環擾乱が陸上植生に与えた影響について全く理解が進んでいなかった．海
成層に普遍的に含まれる高等植物ワックスに由来する有機化合物は，その供給源となる植生や環境変化に伴うワックス
組成や炭素同位体比の変化を記録しているとされている．そこで本研究では，K-T 境界における陸上環境と炭素循環擾
乱との関係を明らかにするために，キューバ中部の K/T 境界堆積物から高等植物ワックスに由来するn-アルカンの組成
(31/(29+31)比：n-C29 アルカンとn-C31 アルカン含有量に対するn-C31 アルカンの割合)とそれらの個別分子炭素同位体
比（δ 13Cwax）を検討した．
　その結果，31/(29+31)　比とδ 13Cwax の値は，K/T 境界直後に大きく減少することが明らかとなった．さらに，

31/(29+31)比とδ 13Cwaxをクロスプロットし両者の関係を調べたところ，その分布領域が時代により異なっていること
が明らかとなった．これは，K-T 境界における環境・植生変化を反映しているものと考えられる．一方，それぞれの時
代の分布領域の形状に着目すると，暁新世初頭の試料の分布には，正の相関が見られ，前後の時代とその特徴が異なっ
ていた．これは，陸上植物が，当時の炭素循環擾乱とそれに伴う環境変化を反映して，31/(29+31)比とδ 13Cwaxを変化
させたためであると考えられる．すなわち，本研究により，K-T 境界における絶滅から回復しつつあった暁新世初頭の
植物が，K-T 境界における炭素循環擾乱の影響を受けていたことが初めて明らかとなった．


